
平成20･21年度岩手大学教育学部プロジェクト推進支援事業

研 究 成 果 報 告 書

平成22年3月

岩 手 大 学 教 育 学 部

教 育 学 部 F D 推 進 委 員 会

教育学部 ･附属学校連携委員会



目 次

はじめに

各プロジェクト報告 (代表者)

1. 児童･生徒の｢生活技術能力｣開発を目指す体験学習教材の検討※ (渡瀬典子)

2.学部と附属学校の連携による算数･数学の授業改善※ (立花正男)

3･ 琵 覧*TsJ)l学校教員養成課程における理科基礎実験授業の改善と実験マニュアルの作成※

4. 外国語と異文化に慣れ親しむための英語絵本の活用法※ (ホール･ジェームズ)

5.通常学級における学習指導を中心とした特別支援教育の在り方※ (佐々木正利)

6. ｢粒子｣を柱とした物質学習の教育内容開発※ (菊地洋一)

7.学校教員養成学生の実践的指導力の育成プロジェクト※ (武田京子)

8,社会科教育内容開発研究プロジェクト (今野日出晴)

9. 学校教育に対して新課程の諸教育が果たす役割に関する総合的研究 (新妻二男)

10.教員養成カリキュラムの体系化･充実化の方策に関する調査研究 (遠藤孝夫)

11.学部新設講義-のカンファレンスの導入プログラムの開発 (塚野弘明)

12.首都圏観察実習等の実施による教員就職率アップ･プロジェクト (大河原 清)

13.理系ものつくり工房｢テクノ･スタジオ｣設置プロジェクト (井上祥史)

※印:学部･附属学校共同研究に該当するプロジェクト

参考資料

◎学部GP｢20年度教育学部プロジェクト推進支援事業｣実施要綱

◎平成20･21年度教育学部プロジェクト推進支援事業支援経費(予算)

--･2

･--7

-日･21

--･25

-･-30

･-- 39

--･44

-･- 52

･･-･57

--･78

--･84

･--91

--･102



は じめに

平成 20･21年度 の 2年 間にわたって実施 され ま した教育学部プ ロジェク ト推進支

援事業 (学部GP) は, ｢学部重点課題 の推進 を図る｣ことを 目的 として企画 され

ま した｡ ここに 2年 間の研究成果 を研 究成果報告書 としてま とめることができま し

た ことについて,直接プ ロジェク ト研 究にかかわった先生方 は じめ,研究推進 にあ

た り, ご支援 ･ご協力いただきま した皆様方 に厚 く御礼 申 し上げます｡

実施要綱 を定 めた平成 20年 9月 の時点にお ける学部重点ー課題 は,第- に,平成

21年 4月スター トの教育学研 究科学校実践専攻 を第一次改組 とし,続 く第二次改組

として ｢教科教育専攻｣ を ｢教育内容 開発専攻｣に改組す るための研究実績 を重ね

ることで した｡さらに,同 じく平成 21年 4月か らスター トした実践的指導力量形成

のための学部カ リキュラムをよ り一層充実 させ るために,新 たなカ リキュラムを開

発す ることが求 め られていま した｡従 って,支援対象 とす るプ ロジェク トは, ｢教

育内容開発 プロジェク ト｣及び ｢教員養成 カ リキュラム開発プ ロジェク ト｣の 2つ

を柱 としています｡21件 の申請プ ロジェク トか ら 13件 を採択 し,平成 21年 3月 に

は中間報告会 を実施す る と共 に, 『中間報告書』 を刊行致 しま した｡採択プ ロジェ

ク トは,いずれ も平成 20年度学部 G Pの趣 旨に沿 う取 り組 み として,その後 も意欲

的に研究が展開 され ています｡

一方,平成 21年 3月 には 『国立大学附属学校 の新 たな活用方策 について』が示 さ

れ., ｢教育内容 開発｣ とかかわって附属学校 との連携強化 を視点 として動 き始 めて

いた プ ロジェク ト研 究 に新 たな意味付 けが付加 され ることとな りま した｡加 えて,

平成 21年夏の政権交代 によ り,教員 の資質 向上策 の一環 として ｢教員養成 6年制｣

が示 された ことで,教育学研 究科 の第二次改組 として構想 の途上 にあった ｢教育内

容 開発専攻｣は見直 しが迫 られ ることとな りま した｡ しか しなが ら,プ ロジェク ト

として採択 された 13件 の研究テーマ は,いずれ も教員養成 にお ける本質的課題 とか

かわる取 り組み としてあ ります｡学部 G Pスター ト時点での重点課題 であった ｢教

育内容開発専攻｣を構想す る上で基盤 としてきた理念 は,ま さに教員養成 の充実 ･

強化 に欠 かせ ない ものであ り,今後の改組計画 にお ける理念 として引き継 がれ なけ

れ ばな らない ことを確認 できます｡

平成 22年 2月 22日に実施 された学部 G P研究成果報告会 においては,各プ ロジ

ェク トの堅実な取 り組み に基づいて研究成果が発表 され ま した｡今 回の学部 G Pに

よる研究成果 を教員養成 の充実 ･強化 によ り発展的につなげるためにも,学部 とし

て継続的な研究 を促す方策 を前 向きに検討す る必要があ ります｡

最後 にな りま したが,今 回の学部 G Pを提案 し,企画運営の責任者 としてプ ロジ

ェク ト研究推進 を支 え続 けて下 さいま した前学部長加藤義男先生 に改 めて感謝 の意

を表 します｡

車成 22年 3月

岩手大学教育学部長 長揮 由喜子
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児童.生徒の｢生活技術能力｣開発を目指す体験学習教材の検討

渡瀬典子◎､長津由喜子(家政教育科)､金津俊成(技術教育科)

菊地尚子､川越浩子(附属小学校)､八重樫夫佐子(附属中学校､平成20年度)

羽淳美紀(附属中学校､平成 21年度)

1.プロジェクトの概要と目的

本課題は｢家庭科｣｢技術･家庭科｣における｢生活技術熊力(人間が日常生活を主体的に営むた

めに生活環境に働きかける力)｣伸長を目指す体験学習教材の開発･検討を目的とした｡具体的に

は､附属小学校･中学校の児童生徒を対象とした実態調査をもとに､現状の課題を洗い出し､｢1.敬

材の内容･方法｣､｢2.学習時期･順序｣､｢3.評価｣に関わる基礎的資料の提案を目指した｡

｢1.教材の内容･方法｣では､日本家庭科教育学会による1985年実施調査との比較調査から､現

在の児童.生徒の｢生活技術能力｣について現状分析し､今後指導がさらに必要と思われる教育内

容及び効果的指導法を考察する｡また､本課題では新学習指導要領で｢食育､食生活教育｣が重

視されたこと､中学校｢技術.家庭｣科の技術分野で｢生物育成｣が必修化されたことを受け､食材へ

の関心を高める｢教育ファーム｣活用を検討する｡

また､｢l.教材の内容･方法｣で得られた知見をもとに､｢2.学膏時期･順序｣､｢3.評価｣について当

該課題のテーマである､｢生活技術能力｣伸長に寄与しうる体験学習教材について､現状の課題､

教材提案を試みる｡

2.取り組み状況 ･方法 (★があるものについては､｢3考察｣で言及)

(1)平成 20年度

･プロジェクト会議の実施(2009年 1月 7日:於･岩手大学 教育学部1号舘 319)

･附属小学校･附属中学校､盛岡北高の児童t生徒を対象にした実態調査(1月末-2月末)★

･調査データの分析(3月-)

･農林水産省｢にっぽん食育推進事業｣における｢教育プア-ム｣事業の情報収集

･中間報告会､中間報告会報告書の資料作成(3月)

(2)平成 21年度

･学会発表(｢児童･生徒の『生活技術能力』『生活実践力』はどう変わったのか-東北地方における
調査をもとに-｣日本家庭科教育学会 第52回大会､6月27日:於･北海道教育大学 札幌校)

･｢教育ファーム｣に関する打ち合わせ(7月一8日:於･附属小学校)

･プロジェクト会議の実施(7月28日:於･岩手大学 総合教育棟 第3会議室)

･｢生活技術力｣実技調査(調理スキル)(10月 9日:於･附属小学校､調査対象:複式6年生)★

*大学院生6名による観察を含む
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･｢生活技術力｣実技調査(被服製作スキル)(10月 2･8日:於･附属小学校､調査対象:複式学

級 6年生を除く6年生3学級)★

･｢生活科(さつま芋掘り)｣の学部協力授業(10月30日:於･附属小学校､対象:2年生)★

･学会発表(｢小学生の献立作成力･調理技術力の現状-1985年実技調査との比故をもとに-｣

日本家庭科教育学会 日本家庭科教育学会 東北地区会 第 32回大会､11月 14日:於･

山形テルサ)

･教育実践総合センター紀要N0.9への投稿(｢小学生の献立作成力･調理技術力をどう捉えるか｣､

2010年 1月29日)

･教育学部プロジェクト推進支援事業報告会(2月22日)

(* 平成20,21年度ともに メール会議を随時実施)

3.考察

1.児童･生徒を対象にした実態調査(質問紙)

1985年に実施された｢家庭生活に関する認識調査(以下､｢認識調査(85年)｣と記載)｣【の調査対

象校だったA小学校(小4:104人ノ｣ヽ6:106人),B中学校(中2:152人)とC高等学校(高2∴154

人)､合計519人(有効回答506､有効回答率 97.5%)の児童,生徒を対象に質間組 こよる調査を

実施した｡質問内容及び｢生活技術能力｣の枠組みは以下の図 1のとおりである｡

A:家庭整う腎の舞億 .椴i度 ①被服製作スキル､②調理スキル､(診食材の選択能力.(勤生活環
B:知織 [#解､C:技術 .抜髄 硬調鼓スキル､(9家慮生活の工兵

i.i _ ねbい 1⊥
テーマ(散開番号) 85年報ぬ調 査 プロジェクト網森 l

家 一族 夕食の揃い方(3) A.C .6)誕生 日のお祝い(一.2) A.C 倭)偲ゆ _

朝のあいさつ(5) A ⑤

保育 儀の手当くー6) A CS)乳児の扱い(17) A @

令息港 -一日分セ作れる料理(4) 0 ②③

朝食の献立(6) 8 ②③

食品の表示マーク(7) B■､: ③~

i .I生港 漉たく(8) A QDCS)

魂たく機 (9_) A.8 l④⑤

セーターの洗たく(ー0) A.B ④信)

普段着の選び方(1日 . A ⑤ ､

シャツの取扱い衰禾(12) a ④⑤

生港 整理逸頓､掃除､噂床(13) A ④⑤

図 1質問紙の内容と各スキルとの対応

1985年の結果と比べて顕著に変化があったのは､

■手間のかからない､簡単な操作の実施率は上昇

『｢誕生日を祝う｣｢(家族に)挨拶をする｣｢(家族の集まりで)過ごし方の計画を立てる｣の実施率､

｢服を選ぶのは自分｣という回答率が上昇

■依然､女子が多くの設問で実践率､正答率が高いものの､男女による差は縮小傾向

』｢家事の社会化｣の影響の増大 (例:家電の操作の簡便化⇒洗濯､調理)
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2.小学生の調理スキルに関する実技調査

小学 6年生 7名を対象に｢下にあげた食材を使ってエム全の昼ごはんの献立を作成し､盈聖してく

ださい｣という課題を提示し､実技調査を実施した(献立作成10分､調理･盛り付け.片付け50分)｡

必ず使う食材 3品目 :卵(1個)ほうれん草(50g)じゃが

いも(50g)

自由選択食材 13品日と調味料13品目

にんじん､キャベツ､レタス､ピーマン､豆腐､きゅう

り､玉ねぎ､長ねぎ､さやいんげん､しいたけ､牛乳､ご

ま､にほし､塩､砂糖､こしょう､しょうゆ､みそ､酢､サラダ

油､バター､ケチャップ､ウスターソース､小麦粉､パン

粉､和風だし

本調査より｢調理スキル｣伸長のための体験学習教材開発への示唆として以下の事項が挙げられる｡

■基礎･基本にあたるスキル(包丁の扱い､ガスレンジの使用)育成が重要･日安全面の確保

』作業効率･手順も考慮に入れた実践

』｢1人分｣の概量をつかむ

しかし､これらの事柄の多くは既に教科書の中でも言及され､幾つかの実践でも取り組まれてきて

いる｡ところが､なかなかこれらのスキルが定着しにくいのは､"身体感覚"として身につくための日常

的経験が不足している(上述の事柄があまり意識化されていない)ことが推察される｡その現れとして

｢盛り付け｣を例に挙げたい｡本実技調査では､多くの子どもが彩りよく､調理したものを盛り付けていた｡

これは､｢彩りよくおいしそうに盛り付ける｣ということに対して子どもたちはしっかりと意識を向けており､

そのためのスキルに日頃ふれる機会があるから､とも考えられる｡

3.小学生の被服製作スキルに関する実技調査

小学 6年生 105名(男子 55名､女子 50名)を対象に､以下の課題を提示した｡

写真 1 作品例

｢ボタンのつけ方は適切か｣｢本返し縫いが縫えるか｣｢玉結び､玉どめができているか｣等を評価の

観点にするとともに､アンケート調査を併用し被服製作に対する意識･生活経験について質問した｡

その結果､｢全部縫い終わった｣と認識している子ども群(∩=58)の方が縫い終わらなかった子どもた
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ち群(∩-47)よりも､縫う作業を｢好き｣だと感じ､工夫して作品を作ることも好むことが明らかとなった｡

また､｢全部縫い終わった｣群の方が､実際の生活場面で｢ボタンつけをしたことがある｣という回答が

やや多く見られた｡以上のことから､｢できた｣｢わかった(わかる)｣ということが｢縫う｣ことを肯定的に

捉えさせた要因の一つと推察される｡

作品を縫い上げるためには､糸に撚りをかけるための指先の力や糸を適度に引くための力の調節

をはじめ､｢縫う｣経験を積むことによって培われる勘所がある｡また､ボタンつけはボタンの形状､使

用目的によってつけ方が異なる｡これらの見極めについて子どもたちが不得手とする状況が現れた｡

4.｢教育ファーム｣の検討

｢教育ファーム｣とはフランスで行われているfermepedagogiqueの訳として､90年代後半にその

言葉と実践が日本で紹介された｡フランスにおける｢教育ファーム｣とは､｢青少年を学校教育ないし

校外活動の枠内で定期的に受け入れ､その活動の発展を願っている家畜や耕作を提示する施設｣

と定義されている(大島2009)｡日本では近年､(社)中央酪農会議による｢酪農教育ファーム｣や(社)

農山漁村文化協会(農文協)による｢教育ファーム推進事業｣(平成 21年度農林水産省にっぽん食

育推進事業)等の取り組みがある｡例えば農文協の事業では｢教育ファーム｣を｢生産者(農林漁業

者)の指導を受けながら､作物を育てるところから食べるところまで､一貫した『本物体験』の機会を提

供する取組み｣であり､｢体験を通して自然の力やそれを生かす生産者の知恵と工夫を学び､生産

者の苦労を学び､生産者の苦労や喜び､食べものの大切さを実感をもって知ること｣を目的としてい

る｡また､同事業では平成 21年度の事業実施主体として全国に 117の｢モデル実証地区｣協力団

体を選定し､岩手県では岩泉町の｢安家地大根｣が指定を受けている｡このように､同事業では子ど

も-の｢教育｣という要素の中に､地域づくりや第一次産業への理解という事柄が盛り込まれている｡

それでは､大学が関わる｢教育ファーム｣では､どのようなことができるのだろうか｡一つの例として､

筆者が 2005年に滞在したカナダのブリティッシュコロンビア大学(‖BC)教育学部における｢教育ファ

ーム｣事業を紹介するo同事業では､｢教育ファーム｣用に確保した大学の農場の敷地を利用し､近

隣にある小学校の児童と農業従事者で構成された小グループを作り､グル⊥プごとに菜園を作る計

画を立て､種まきから収穫までを行う実践研究を行っていた｡大学教員は関係する領域の複数名が

各々持ち回りで担当し､具体的な計画立案､調整､ミニ講義を担当する｡

本事業では､〕BCの｢教育ファーム｣の実践の中にあった､大学教員による同事業への関わり方を

探るため､まず実際に小学校ではどのような栽培学習が行われているのか､子どもたちの取り組みの

様子はどのような状況にあるかを知ることから始めることにした｡附属小学校では､生活科､理科､総

合的な学習の時間等で多くの作物が栽培されている(2年生:さつまいも､きゅうり､なす､ピーマン､

まめ､トマト､3年生:キャベツ､4年生:ヘチマ､5年生:ピーマン､稲､いんげん､大豆､6年生:じゃが

いも)｡そこで､今年度は生活科のさつまいもの授業で｢収獲の方法｣､｢種類｣､｢栄養｣について学部

教員が関わらせていただくことになった(写真 2,3,4)｡ゲストティーチヤーとして関わる場合､対象学

年の児童に伝える情報の精選､発達段階に応じた対応が必要であることを改めて実感した｡
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轡 毎 二を

写真2収穫の様子 写真3収獲されたさつまいも 写真 4収獲方法について

以上､これまで述べてきた1-4の調査･実践を通して､児童･生徒に以下の傾向が見られた｡

(1)性別によるスキルの差は縮まったが､学年進行に伴い､男子がやや上昇し､女子がやや下降

(2)基礎･基本にあたるスキル(包丁の扱い､ガスレンジの使用､ぬい針の扱い､ボタンつけ等)の

定着が依然課題

(3)複雑な条件が関わる課題を''推測するこt〟がやや不得手

(4)食材への関心を高めるとともに､｢食材を使い切る｣意味･意義のさらなる理解が必要

上述の結果から､今後改めて必要と思われる体験教材の条件として､｢1.教材の内容･方法｣:塞

礎･基本にあたるスキルの繰り返しと全員が各実習課題に取り組めるもの､｢2.学習時期･順序｣:塞

礎･基本スキルの確認を｢短時間で何度も｣できるもの､｢3/評価｣:｢教材の内容｣にも関わるが､評

価の軸の明確化(｢外部化｣をどこまで許容するか､何をもってスキルが高まったと判断するか/判断
させるか)等が図れるもの､が挙げられる｡また､｢生活の社会化､外部化｣に伴うライフスタイル多様

化の中､全員が身につけるべき共通課題が持たせにくくなる中で､｢生活技術能力｣につながる具体

的な生活経験を積むことの重要性も改めて浮き彫りとなった｡

なお､詳細な結果については｢2.事業実施報告｣の平成21年度(1)(7)(8)等の発表の場で報告

した(同年度(5)の結果については､後日発表予定)0

4.今後の研究課題

平成20-21年度の当該プロジェクトでは､主に小学校段階での実態調査及び観察授業を実施し

たO新学習指導要領では､小学校､中学校のつながりを意識した指導が明記されており､この点にお

いても次年度は中学生を対象とした実態調査を実施し､スキルの積み上げに関わる課題を明らかに

したいと考えている｡また､調査結果から児童の生活経験の違いがスキル形成に影響を与えていると

推察されること､子ども同士の教えあい､模倣からスキルが高まりそうな状態が観察されたことから､

改めてこの点について考察が必要である｡｢教育ファーム｣については､様々な実践事例をさらに検

討し､盛岡をはじめとする岩手県内で育てやすいもの､日常生活に取り入れやすいもの､生物として

児童･生徒に与える学びが大きいと考えられるもの､等の条件から教材の提案を今後改めて検討し

たい｡
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平 成20･21年 度 教 育 学 部 プ ロジ ェク ト推 進 支 援 事 業報 告 書

プ ロジ ェク ト名

｢学 部 と附 属 学校 の連 携 に よ る算 数 ･数 学 の授 業 改 善 ｣

2 プ ロジ ェク トの担 当者

(1) 平 成20年 度

<代 秦

<大

<附 属

<附 属

【小 学 校 】

<仁 王
<緑 が丘

<仙 北

健

行宏

亀

藤

石

佐

夫

章

仁

晴

一

寿

山

地

藤

宮小

菊

佐

男

明

兵

彦

正

弘

長

雅

花

野

橋

松

立

塚

高

村

◎>

>

>

>

者

学

校

校

学

学

小

中

洋

斉

子

寿

教

木

木

寺

々

々

野

佐

佐

小

>

>

>

校

校

校

学

学

学

ヽ

ヽ

ヽ

.ハ
､
.バ
一
.パ
ー

【中学 校 】

<上 田 中学校 >

<黒 石 野 中学校 >

<河 南 中学校 >

生

美

之

拓

茂

智

藤

佃

伊

佃

畠 山 圭 , 高 橋

山 村 郁 人

<城 南 一小 学 校 > 吉 倫

司

洋田

田 村 大 樹 , 高 橋 勇 樹

吉 田 幹 伸 , 山 本 克 哉

<福 岡 中学 校 > 立 柳 容 子

【指 導 主事 】

<盛 岡市 教 育 委 員 会 > 金 野 治

(2) 平 成21年 度 <平 成20年 度 か らの 変 更 (所 属 の 変 更 も含 む ) は 以下 の通 り>

<大 学 > 山 崎 浩 二 , <附 属 小 学 校 > /J､ 森 篤

【小 学 校 】

<仁 王 小 学 校 > 山 戸 貴 義 , <緑 が 丘 小 学校 > 阿 部 美 智 代

<滝 沢 二 小 学校 >■ 山 村 部 人

【中学 校 】

<黒 石 野 中学 校 > 昆 直 明 ,穐 元 将 人

< 乙 部 中学校 > 吉 田 幹 伸

【指 導 主事 】

<盛 岡市 教 育委 員 会 > 伊 藤 茂 美

<北 上 教 育 事 務 所 > 菊 池 一 章 , <岩 泉 町 教 育委 員 会 > 佐 々木 寿 洋

3 プ ロジ ェク トの概 要

大 学 の教 員 と附属 小 ,中 の教 員 及 び ,教 育 実 習 校 等 の教 員 で メ ンバ ー を構 成 し,小 ,

中 の算 数 ･数 学 の指 導 内容 につ い て勉 強 会 を実 施 す る｡ 初 年 度 に は, 教 育 講 演 会 を開

催 し,今 求 め られ て い る, 算 数 ･数 学 の授 業 改 善 につ い て の研 修 を深 め る｡ そ の成 果

を生 か し,勉 強 会 を通 して議 論 した 内容 に基 づ い て , 小 中連 携 の指 導 につ い て の指 導

事例 集 を作 成 す る･｡､そ の 際 ,全 国 学 力 ･ .学 習 状 況 調 査 の B問題 の結 果 等 を踏 ま えて ,

そ の改 善 の視 点 を入 れ る｡
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4 日的

算 数 ･数 学 の授 業 にお い て , 思 考 力 や 活 用 力 を育 て るた め の指 導 が ど うあれ ば よい

か に つ い て の勉 強 会 を企 画 し, 全 国 学 力 調 査 の B 問 題 を 中 心 に 分 析 を し, そ の 分 析

に基 づ く指 導 事 例 集 を作 成 す る｡ ま た ,算 数 ･数 学 の学 力 向上 に 関す る講 演 会 や 講 習

会 を企 画 す る｡

ま た , 附 属 学校 との連 携 に よ り授 業 改 善 の資 料 を作 成 し, 学 生 の授 業 作 りの参 考 資

料 とな る もの を作 成 し,教 育 実 習 時 に活 用 で き る もの とす る｡

5 実 施 計 画 ･方 法

(1) 平 成20年 度

･思 考 力 や 活 用 力 を高 め る授 業 の在 り方 につ い て の勉 強 会 の 開催

･算 数 ･数 学 の指 導 方 法 につ い て の講 演 会 の 開催

(2) 平 成 21年 度

･思 考 力 や 活 用 力 を高 め る授 業 の在 り方 につ い て の勉 強 会 の 開催

･全 国学 力 調 査 の分 析 に基 づ く指 導 事 例 集 の作 成 (小 ･中学校 連 携 を念 頭 に)

6 取 り組 み 状 況

(1) 平 成20年 度

① 平 成20年 度 勉 強 会 開催 状 況

平成 20年 12月 3日(水 ) 19:00-21:00 第 1回勉 強 会

平成 21年 1月21日(水 ) 19:00-21:00 第 2回勉 強 会

平成 21年 2月 4日(水 ) 19:00-21:00 第 3回勉 強 会

平成 21年 2月 18日 (水 ) 19:00-21:00 第 4回勉 強 会

平成 21年 3月 4日 (水 ) 19:00-21:00 第 5回勉 強 会

② 算 数 ･数 学 教 育講 演 会 の 開催 (プ ロジ ェク ト事 業 )

平 成 20年 12月 6日(土) に岩 手 大 学 総 合 教 育 研 究棟 (旧農 学 部 5号館 ) 1階 7番

講 義 室 にお い て ,筑 波 大 学 大 学 院 人 間総 合 科 学研 究 科 准 教 授 清 水 美 憲 先 生 に ｢算

数 ･数 学 の 学力 を伸 ばす に は ど うす れ ば い い か を考 え る｣ の テ ー マ で講 演 して い た

だ い た｡ ま た ,後 半 で は清 水 先 生 とこの プ ロジ ェ ク トの メ ンバ ー の 高橋 ,村 松 ,佐

々木 ,佃 で算 数 ,数 学 につ い て の座 談 会 を行 い , 算 数 ･数 学 教 育 の課 題 につ い て議

論 した｡ 参加 者 は約 90名 で あ った｡

③ 児 童 ･生 徒 の意識 調 査 の 実施

平 成 21年 2月 に協 力 者 の学 校 に お い て , 小 学 校 4年 ～ 中学 校 3年 ま で の児 童 ･

生 徒 を対 象 に算 数 ･数 学 につ い て の意 識 調 査 を実施 した｡ この調 査 に よ っ て ,児 童

･生 徒 の実 態 を把 握 す る こ とが で き, 事 例 集 作 成 の根 拠 を得 た｡

-④ 各 種 研 修 会 へ の支 援

平 成 21年 1月 30日(金) 岩 手 県 中学校 教 育研 究 会 数 学 部 会 授 業研 究 会

平 成 21年 2月 13日(金) 岩 手 県 小 学校 教 育研 究 会 算 数 部 会 授 業研 究 会

平成 21年 3月 14日 (土) 平成 20年 度 算 数 教 育研 修 会
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(2) 平 成21年 度

① 平 成21年 度 勉 強 会 開催 状 況

平成 21年

平成21年

平 成21年

平成 21年

平成 21年

平成21年

平成21年

4月 15日(水)

5月 20日(水)

6月 11日(水)

6月24日(水)

7月 8日(水)

7月22日(水)

8月 19日(水)

平 成21年 10月 7日(水)

平 成21年 10月21日(水)

平成 2'1年 12月 9日(水)

平成 22年 1月20日(水)

平 成 22年 2月 17日(水 )

19:00～21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00～21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

19:00-21:00

第 6回勉 強 会

第 7回勉 強 会

第 8回勉 強 会

第 9回勉 強 会

第 10回勉 強 会

第 11回勉 強 会

第 12回勉 強 会

第 13回勉 強 会

第 14回勉 強 会

第 15回勉 強会

第 16回勉 強会

第 17回勉 強 会

② 事 例 集 の 作 成 (プ ロジ ェク ト事 業 )

小 中連 携 に よ る授 業 改 善 につ い て勉 強 会 を 開 き協 議 し, ｢小 中連 携 に よ る算 数 ･

数 学 の授 業 改 善 ｣ の資 料 を岩 手 県 小 学 校 教 育研 究 会 算 数 部 会 及 び岩 手 県 中学 校 教 育

研 究 会 数 学 部 会 の協 力 を得 て , 平成 21年 11月 に作 成 した｡

資 料 につ い て は, 平 成 21年 11月 に 開催 され た , ｢第 58回東 北 地 区算 数 ･数 学 教

育研 究 (岩 手 ) 大,会 ｣ にお い て参 加 者 に配 布 した｡ ま た , 平 成 22年 2月 に岩 手 県

内 の全 小 中学 校 に配 布 した｡

③ 各 種 研 修 会 へ の 支 援

平成 21年 7月 30日(木 ) 岩 手 県 小 学 校 算 数 教 育研 究 会

平成 21年 11月 12日(木),13日(金) 東 北 地 区算 数 ･数 学 教 育研 究 会

平 成21年 12月26日(土) 全 国算 数 授 業研 究 会 (青 山小 )

平成 22年 1月 29日(金) 岩 手 県 中学 校 数 学 講 習 会 ･授 業研 究 会

平成 22年 2月 12日(金) 岩 手 県 小 学 校 小 学 校 算 数 授 業研 究 会

7 考 察 (プ ロジ ェク ト実 施 に よ る効 果 ･成 果 を含 む )

算 数 ･数 学 の授 業 改 善 の参 考 とな る資 料 を小 中学 硬 に提 供 す る こ とが で き,児 童 生

徒 の算 数 ･数 学 の学力 向 上 に寄 与 す る こ とが で き る もの考 え る｡ ま た , この事 例 集 を

教 育 実 習 にお い て活 用 す る こ とが で き, 実 習 生 の授 業 力 の 向上 に寄 与 で き る もの と考

え る｡

8 今 後 の展 開 (課 題 )

今 回 作 成 した資 料 に基 づ い て ,岩 手 県 内 の算 数 ･数 学 の授 業 改 善 が推 進 され る よ う

な 取 り組 み が必 要 で あ る｡ ま た ,若 い先 生 方 が算 数 ･数 学 の教 材 論 等 につ い て 学 べ る

機 会 を提 供 し, 将 来 の岩 手 の教 育 の 中 心 とな る人 材 を育 成 す る こ とが 喫 緊 の課 題 で あ

る｡
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9 そ の他 (資 料 )

(1) 講 演 会 案 内

Ef時:平成28年12月6日(土) 13:30.-t6:30
番 所 :岩手大学総合載育研究棟 (胆農学蕎6号館) 1樽7番講義真

義 醒 ま潜平素学載藩学郷欝､潜摩鼎敬意藩琴藤 野離哲-タ

漫 選言馨畢敵意青竜県東横平郵 二
審率轍 嘩 境畿菅錬兜盛衰薬療魯乎潜車熱学学校教育窃尭癖教学部重
患卒幕据導主事･棚 主事範義金

静 観
受付 -1ユ30-13ヨO
l 開会行事 13:30･-13:40
2 講演 13:40- 15:10

蓑‥~一束-~義竃(しみずJ;Ld)LJ)象萱草錆弘鞘璽驚喜
王な暮暮

:錆警墓嘉島聾莞髪護憲ノ叢書表象鵬洩

講読テーマ r算数 ･･数学汝青における思考力を事める緩業の在り方J
雄挿 鷹濃尭響肇襲撃嵐的鹿激痛聾者党勢

敬老濃･津 濃 義 濃 魔艶

金紋

閣

腿

t
l
4

15:10 ■ヽ15:ユO
LSi20 .-16i20

燥浪内容及びB唄の指導において染同に選りでいることなどに･ついて,
粛bti0..1先･11･.に官間Lたり.套見交換したりする:
講 師

溌畿東学光学鏡義邦漁瞥静挙筋先帝･

磯載橡 瀦 厳 粛 兼 尭盤
臣∃盤藩

磐率大学教育学部附属小学校
盛岡市立亡王小学硬

貸手大学教育学部附鵬中学校

盛岡市立上田中学校
司 会

者畢東学漉青学轟
(2)参加者からの賃岡及びまとめ

5 田虫行事 16:20･-16:30

生
生
盤

生

魚
免

轟

兎

長

井

彦

盤

長
寿

兼

好

糠
水

栓
々

轟
睡

聯
儲

真 電 露 層

その他

･薫網代として牢00円いただきます｡
･暮曽d)FI.し込み仕必響あIJません.当日t隷書嶋においで下きい.
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(2) 算 数 .数学 ア ンケー ト

算数 ･数学についてのアンケート

小学枠 ･中学汝 ･高校

卒･ 線 番氏名

こ0}闇i昧十幕や .食卓にウ小十 准霊 ,生年がとd)ように思うているかにう小で

尊貴す与もd)セナ÷車痕o}唐織に味申年息サませ～巾で.車齢手套阜てくせきい.

1 あなたl土.豊艶 二_監皇室遠さですか?

ア

イ

ゥ

エ

オ

き
↑
好

ビら‡..'LI,嘘だ轟き

t't--1ヒい えf･:.い
ちらといえばiiい

算数 ･数字i･'学習内幕r･主義j過 土工吐五三_と_.虹 上 .

などがあぅたら.華甲内容を書いて(だき_い｡
また青く韻が馴 ない.とき.･i,表E一書P,.てら丈､-よい主せん)
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書いてもかまいません｡



(3) 事 例 集 の 目次
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Fiじめに ･-II･.II･.･･III･.IAI･I･･I-･I.II･ I
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岩手大学畿青学転相貞中学横 位 JI 寿 仁

事例D7 中学校弟 1学年 T相対軽費J....-･- I.II.･ ･ 96
盛職離盈亀菰野中学敦 最 混 開

第3筆 春賀壌ごとの指導内容

粛 1葡 計算について ･I.II･I I.･･

(11 敦と計算
くユ) 式のよみ

帯2挿 図瀬について ･････ ･･II･･

(I) 固形
12) Jtと測定
車ati 躍牡について ･I･ I･...･I.

第4葡 資軒Q)活用について ･II.････
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(4) 調査結果の小学生,中学生,大学生の比較

_i

I
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､:亨卓1
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慧

昏
著

藁
威
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(5) 調査 の 自由記述部分

『圭の 自由記述の中で.数学についでの全般的な記述 托以下のよ うな ものがあったや.

T'i'dL;'iLA一夢音嘗琵言 ;-;苛首 gLM&J諾首藤 妄首;一宮■~…'~~……~…M"""-"-M~~~M-"~'~~~"｢I
;一 幕常r.･‥ つは じまった町か. 算菜 ･.Dおこ r)I, iI I
i､澄 =智之療腰背漁季 節で魯た酵率㌔ i
董3 .ltIgjRで井削 :っ くらL..たの訂㌧ 圭■ l

至言 =;一言誓 …呈_:一三 三:=l{享+_-:I二__
書名 夢盤経誉こ背痛 宅叡鰍 髭 -叡尊 i

巨 裏革棒線習守重た- や i
量ノ澄 億 ぜ 鹿食滞 を痛 よ背嚢 歯数も7将騒軌 範盛観華 葛の率笹 施療 藍寮塞艶め塵巌 叡顛 可

I

!官財野鹿睦があるの野卑 茎

巨 荘1J井.引 き算 pかけ井.割 ･▲算け :-こJtゝら :7ま一.･たiT,･15ユ八 重

;10 なぜ 小単板 ご't-1算景なLn =.中学校てけ数字な･t〔か､ ;

至【中学生が教学l=ついて配遷 した代叢的なもの】 至I ]
:1 鼓式を撮 った りす る方島式や文事式 な ど結生活 のよで晋に立 ちますが.その他の:■ l

妻壁間図形や平 面囲形.発展的な数式 を凍 った りす もものな ど性 ,肘のために学習す萱■ l
:蚤醇凱 :■ l
:2 特集没にたつ ものをや っで いる ときii教学をや っで もよい と患 うけれ ども.園恕:I l
…な 'IBT)J･f宅 あl>-,･･関わ らない もILT)をや っているhTt･bJ･なげ(,>のかJf二着蕎(=:- i■ l
喜3 特集役に立っ数量の計算はいいのですが.役 に立ちそ うにな いことをいつ役立て:■ l
: ればいいのか.大人にな った ときに.固形や方漫式は食 わないのに.勉強す るのは:

圭 轟､密意㌔ 萱I )
喜4 なぜ.明 らか.虹生活 で食わない こと (図形や方島式)をや らなければな らないのiT l
… か ｡ :

茎5 芹薪.教学!_･わかるノ‥rF･5f,かっていIf.小 r:,L､いだJT,._:/け '':I.7-か らない人に r両
t

I I
萱 がわか らないの 9｣と辞かれ で も.何がわか らないのかわか らないか らそ うい うよき■ l

… うに甘われて も困る｡ i

:撃 鷹 輝線勉轟 で聴 琴嘩優 勢鹿野患草 軽や 緒酷 患′寧 轟甑萄 串本が確率愈藍と菅野経 な…
■

:′ ぜ 軌 …I )

…丁 遷 せ.,T常武 :L:･･t,i.た L算.てトさ等.かけ尊.芦川 算ri半･千削 こせ[::っ.こいる.千.L-I.≡■ l
: 図形の合同とか拝 どこで役立っのか｡ :

;8 地対韓棄食 わない ことも養えな けれ ばいけないのが鍵純b :l l

書′金 轡野 磨経文感奮尊意 恵ねぎねぎ畿撃の時粗野牽 ること管 絃酌 も血 量

:10 車学･ミ･起臥 一七･千れ L7=な r:ない理ヨがわか らないA …

:11牽槍で街艶農奴鷺の鹿渡 静内馨漕 轟.愚轟鹿海野 賢母 骨 環驚 寛 彦艶 宅も確率官尊･恩顧I
;争箪苛=こ思 った rI柵熊 lーないな ,r･の書見台 もつの【j:.･-:h rさ.JJT'身我羊!:_･i･.管.ラ., ;

[■EJIA"苗&-罫還貰■L";li%'義首 芯葛首 訂■~""]"■■̀…■仙 '-~…"■…"■~~i~~■■■■=~m<M""'"-"｢ l
…1 (M )x3の とき技ヱ1となるが.34p4x 3の ときは 15となった りして.なぜ かけ…I )

茎葉を魔 葺忘敵勢ずるのか& 敏感 貫 き密由緒愚息魔首忘静夢や 愚母か勝野愚嶺 だ甥恵戦 iI t

…盟 藷亀 蜜潜 むぬわ′撃簾凱 意味経藤か ら億 かつ激動 ,&巧竜 野竜骨 と､恕恕繰覚恩恵 中 萱
:3 マイナス どお しの計算托.いまだになぜ (-I)-(-1)で 0になるのか杜不息鳥 に馬:I l

; ･.-7し.かけ簾でもrql溝 ;こ思 ･:). …
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4 私が小芋虎のCt-･与.Jt大のホ ygだったrH.L 小鼓で.:,{:.､それまでi王.F.Iん ご
やみかんなど個敦というもので算数を考えていて.りんご1鰯.みかん2.鴨という

下にさらに象があるというのがショ:yクでした血 しかもその1の鍵以下の数は場合
に上って無敵に麓 くというので.けじめ聞いた時は何が何だか分からな(なった.

邑 ′ト阜蚊の平に分からなくて.鵬斗できないことほ沢山ありましたが.モれ柱 rそ

ういうものだから鷺えろJ とtもれて.あいまいなまま過ごし.今では rそういう

もの1という痛鷺に慣れてしまって r分からないJrなぜlという気相もはなくな

ってしまいました.

き

ユ8

7

中学校のとき.ト2)+(⊥ユ)--5と-2-3--5が同じであ､ることがなかなか穏解で

ませんでした｡

中学校1年生のときに.習っていた鼓学の先生は,いわゆる春め込み型 方の
救える先生で,どんな 遺息でこの公式になるか合点えで(れなかった.なぜこ

るのかがいつも鍵Fqで勉改 していても意味が分からず.テス トでも全く

なくて改革が濃いになりました｡

い

す

8

g

O～

･-_

が曇点

で

な

れ

払

う

と

マイナスとマイナスをかけるとなぜプラスになるのか｡

なぜ円周皐拝 3.14-と無限な鼓になるのか不急轟だった.なぜ中学操では7Eでい
ウ
.
の

未だに無決 していない鍵簡ですが.円周率と柱一件何なのか.とても泉になりま

ます.独学は番手だ,Dたし.先生が公式鷺えて,それをせって農いてね.という
感tLの先生だったので.点字の内容もだし.そもそも鼓学を勉強する意味がお古の
かなやと患ってl･＼た時がありました｡

E
I
13

川

15

蛸

なぜ円様の1/3の俸儀が円錐の林積なのか｡

どうして小鼓点以下の数字を食わなければい･かないQ)か.

なぜマイナスの計算をLなければいけないのか分からない｡

小学生のとき白身は故事に 0をかけさとなぜ Oになるのか というこ

∬
た*か

らか舟顔と

我が嚢冊に息っていたことは小魚の計算についてです.正の整鼓に小数杏
とはじめの整点より小さな故になり.正の｣整貴を小･数でわる_と任じめの整数
きな曇になることがどうして正の鼓どうしなかけたのに小さな義になり.正

執ったのに大きな汝になるのかが分からず不患義 でした｡きた小数同士のか

拝

学

費
､昔

･か

よ

顧

蹄

わや算のとき巷えにづける小鼓点の也ltがなぜそこに付くかとい うことも下鳥■

した.

17 今まで.学校故官で希に鍵1冊にもったのけ.やはり散華 (算鼓)です.

ころFi小義のかけ算.わり算のL･くみが理解できす .8m→ znの阜也の変化

きませんでした｡

境

療

学

理

小

が

な

る

大

で

や
で

の

で

18 遭のり÷速さ-崎照.はどうしてこの式で答えがthるのか.

19 比rt.ら･れる量÷比べるJt-鋼合杜どうしてこの式で昔たがでるのか｡
20 なせ空/3-2÷ 3なEDか.分数の足し算 .引き算は通分するの1に▲.かけ算 .わ

り叢ri通分しないめか｡
21 小筆按のころ小義と舟革が.分からなくてつらかった｡中車蚊のころマイナスhrマ
イナ耳がなぜブラ､スになるのか分からなかった｡またマイナスからマイナスを引く
ということが分からなかった｡

22 小義の足L鼻は小曇点がモのまま下がっていくのに.小数のかけ算は小曇点の塩
蔵聯密ノ由るB′
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(6) 課 題 一 覧

集全霊 事鋼について

鷺 1欝 全体の内暮

h亜括農等を趨まえ.小学汝 .中学校の組保についてどのような糠憲があるかについて,粛妻尭農

等を基に義嶋をし.下記のように整理した｡

jk'各号九泉と_耗雛上 ナ蒙心蜘 削ことも杏やTの撤目 線について 轡 訂歯畿獲寮.饗拳患′むで兎轟壱これ 準患してで棒

一書霊と義卓上 -靭■の輸尊 を宅審理聴感食革鹿瀬 としてとpを亀鑑す王女匠な

ヰ 一人曽七年∫ A.単数由弾幕 Q2T+Jt学我で隼曹した簾中や中日 :と鼠書付けてJ

A,重義跡鎗府射ず★如 女L*･掛拳掛 鍵 を鵡怠学草療癖 . 一息億 曹伊 野勧学捜叢漁舟博学背も患*=舟同梱斬藻鍛漉聴=泰凝準鞍で考孟春こ患郎 革帯鮎 施療.j細 字

LB あ軒丑.単底態度I, 車感軌 線轟曲線轟から,中華軟め=pB政審頂麺中 り.亨棟やA>台A.せ大義小∴対韓や手書土中
メ.ITc##J 腰轡 醜 毒せ中平青郷 9.も義t中庸義山譜書｣と拝す

a 琳′和5＼敦艶轟級長 よ漉僻.辰瀧療助.撫導息角革恵む甘め触軌 粛 轡 fJ鹿島-学事で軌 ､ニ和恵博幸こ凝乳も,e智恵兼軌
申'訂串軌 韓瀦療最#=:-ら 触 i駄書捲顔女君転倒 ち写 .L厳封率聯 鼻略 東女

ち/-.有れ患敦ig..奇を*=車線骨だ脇息を範簿で尋中 略 草枕帝敵蒋=Lk儲線番轡-5号鹿由る二転由義

これ ら の貫層を息康に.モ丸 でれ の学校においで莱強例を梓虎す ることとした｡
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(7) 事例集の授業展 開例 の一例

事腐C2 小学校垂ら学年 r島中な比蜘j

l 雄霊感デザイン

1 内聾 D (1)ア 畿半な尊台について,比例の打弟があることを知ること.

2 テーマ 表を用いTLlt轄p3L一変1.1卓二r=Aの券量の開床の対応やまわり方の沖貴を読むよさ｡

3 ねらい 義を用いて.伴ってまわる二つの鼓量の線輪を鼓JLを当て仕めながら粛べさ.そ

して.比餌の開備にあることを知る｡

4 本時の静儀擁鵡

雛 雛 事憲政苧 準準轡象革兇藷 単量や画番に七いて 教義や廟藤転やもも等塵轟丁く∴ 癖 ､盲魔艶 申知義一現俸
や つせ吏わる三つの 鰐 噛環■盤勤番三唱..め 比肘幽備にある.二つ 亀儀鞠藤転激暑=頂

2 鞍鼻について
(1】 捜W ,急 く小中鷹揚)
今回の学菅瀬斗要衝の改訂や柱.寡占学年と弟8学年で比例を単音するス′{イヲJL,な貴紙 亀

となったA

Jト学校算漁舟で札 児童の鹿験を基に.伴ってまわる二つの鼓量の綿嶺について学習する.氏

例の学習杜.表を使って革量を当ては巾ながら¶べたや.式やグラフを使って表したりしていく

倍散が必蚤である｡そして.二つの数量の対応や変化の艶子の神徽車見つける活動へ発展さやる
ことが大切である.

rTl学校敦学科では.且漣的な■章It_･漣Lこ.問崇粥旅や_E;,いだt_表現し半溝iることを学習Ig
も=表､式.:I/TT一丁を相可に肺垂吋ドラ{JこI:､開尊をtflいて見終的,JtJ:雷魚をtもよ夜頃iるこLl.A＼ヽ
が大切である｡

第5学年で桂瀬単な尊台について比例の露俵を学曹する.簡単な繍合とFi､飼えば.面積を求

＼

め古学菅の譲合.これが変わったら他に変わるものにはどんなtlのがあるか正義を見付け.その

中で二,つ漁り出してきて依存鵬 を兄いだすことである.

車坤で托.淡のような捷兼の手立てを捨ずる..

① 胃べる活動
0庶菅の内春から伴って交わる二つの数量の鵬 を考える｡

･底辺の長さを題渡した三角形について.高さが2億.3蕗になるときの面膚の変化を¶べる｡

魯 衷す感触

0掛こ数量を当てはみて『べたことを.式や盲嚢を使って漬す｡

･軒応する畿量を債に見て.変化のきまやを兄いだすB

･対応する畿量を毅に見て.軒応のきまやSL兄いだす.

･どの屯EBでも成り立っことなのかJ成る.

③ まとめる唐船

0兄いだした糟糠やきまりについてまとめる｡

(鍋)r高さが2億.3乱 4停 -.になれば.面積も2蕗,3梅.4倍.･･.になる1
0身の国l)にある亜量の粛麻についで考えてみる｡
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(2)捷集の手立て

藤棚 敵地痩せる七
F三角形の大きさを比べよう｣と怖いかけ.三角形 (能蔵書)を撫示する｡

大きさ (面積)は准線的に比較でき.子ともたち柱 F数故地をしたい｣という鳥いなもつ.そこ

で.F面積がどれぐらい逢うのかJ予恵を立ててから,公式を使って求める.

ここで .三角形の面積を求める式を並J<で辞書していくことで.子どもたちは市さと面積由馬

飯に曽flするようになる｡

⑳ 雷べる活動

子どもたちが変化するものの中から.r轟;さJと ｢面積｣という2つの量に着目し.r高さが変

わると.面積壮どのようにまわるか貫J{たい｣という子どもたちの開いなもとに.r三角藩との底
主!)と為さ.そL.て両檀IT)Pi齢こついて上(キよる_:.=いうri':習課題を賢疋1一:LJ.

と.国を示しながら換示する.
変わっていく様子を表すために.｢盤を捷って変わや方を表す｣.

r式を凍って鼓すj.r晋薫を使って表す｣ということを威し合う｡
ま菅の公式を仕って欝べようとする姿や喪を使って表していこう

意や愚啓醜め楼子恕静鹿しな欝も奮義春沿敬鰹敵取離 式敷廉廉鼓

せでいく｡子どもたちと-緒に表を作り.式に対応させながら三角

形の面積の変化の頼子を貴べていくA

⑳ 鼓す啓敵

衷細 って戊明させると.伴 って変わるJtを康

に見たり擬に見たりしていることが全件のもの

となる｡表や鼓.式などを食って蒙現するとよい

ことを大いにはめていく｡

④ まとやる昏飴

ここまでTべできた輪龍を ｢衷j.T2つJD-量｣.r対応J.r変化｣などの考えを使って.子ども

たち自身がまと斡られるようにせめていく｡

(帆)T底辺の長さが2鯨.3倍.4息 ･.･になれば.面積も2倍.a由.4借.-になる｡｣
そして.r裁きを一軒こして.庇iaを変化させるとどうなるか?Jなど,比例の見方や考え方の
適用屯打を広げるようにする｡

(a)専賓

面積の染付.D洋子について.表を建って表す.子t'ものr;7鳶r茸現_たこ:-･-杏.文化や吋rE:･D

希糠が分かるように着暮して.整理していくことがポイントであ･5.比例の鈍麻を意義させるた

めに三角形の大きさが変偲する勲さが見えるようにすることri.敦量の蹄俵の見方や感覚を豊か

にすることにもつながる.
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3 1緒豪

撃曹内容･活動

I ;拳時の学習について虚し合う.
三角欝の面積を比べましょう一

O二-角浄欄 漬け.匡≡≡ ≡ ≡司の式をせ
ってまわられることを触 しておく.

･どれも底辺は同じ長さ
･轟きだけが変化し七いる
･面積とriどんな駆俵になっているのか

2 本時の学甘細 を77かむ｡

普 無題淘観象療養中
･励 む-定にして高さを変化させると.

それに伴って面積がどう変化するか¶ペ
る ｡

4 最電解浜にせまる｡
I轟きと面積がどんなまわり方をしてい

るのか,式や晋兼を建ってます｡

･轟きが1ずっ増えると一面積は豆.ずつ

堵息巻
Ia;さが2倍.3籍にな,?たとき.面鎌
も皇梅.3倍になっている
･面積は高さの3倍になっている
･もしも満壷を変えないで底辺を変えて

いっても岡lIように変化するかもしれ
なも㌔′

基壌轟曲奮起海女畠細 密菅愚甘
･軒しく分かったこと.･気付いたことや

これから苧曹したいこと

0底地を ･tL-にした寄合.為さ+,i来1ヒIilると
モれに伴って面積も変化しているのでは
ないかという岡いな意簸させるようにす
る｡

o おきが2倍.急結.-.となると.面積がど
うなさかという熟無意義を持たせるよう

にしたい｡

0 まを用いて.三角形の底iZZの長さ鮮-食の
場合の高さが2倍･.a梅になるときの面積
を重し.変把の沖轍について雷べさせる｡

0 嚢を用いてどんな帝俵がある机 義金に男
女させ.かかわや合一ヽの中で.見方をおさ

盈藍鴨

O ･表を用いて.蕎さと面糧の変化と軸右に着
目させ.変わり方のきまりを兄いださせる
ようにする｡

･=紬
高さ∴面膚の変化と軒応の幽庵由 集や数

O 蔑轟魯-魔抵お恵尊者の望鳥潜時蔑磯柾
ついても費を用いて女t/.変わるものとま
わらないものについて気付カ.せていく.

0 単音熟轡を捉えながら.手樽に
学習t.たことについてまとめさ
せる｡
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教育学部小学校教員養成課程における理科基礎実験授業の改善

と実験マニュアルの作成

八木一正,*名越利幸,重松公司,村上 祐,武井隆明,菊地洋一,内山三郎,

梶原昌五,土谷信高,藤崎聡美 (理科教育科),井上祥史,金津俊成,宮川洋一

(技術教育科),黄川田泰幸,橋戸孝行,高室 敬 (附属小学校). *代表

1.プロジェクトの概要 ･目的 ･実施計画 ･方法

(目的)大学初年級における小学校教員養成課程の理科基礎実験教育のあり方

については､ここ数年来､本学のみならず多くの大学で活発な議論が交わされ

ている｡その背景には､科学技術のめざましい進歩､それを応用する各種産業

技術の急速な変貌､社会構造の複雑化､高度化､国際化がある｡一方､児童 ･

生徒の理科離れに対する小学校教員-の期待や要請も年々高まってきている｡

本学部における基礎実験授業は､いわゆる理系大学･学部と同様のあり方では､

教員養成の目的に適合するとは言えない｡小学校教員養成課程の理科実験は､

教員免許更新制などを踏まえ､かつ､現代科学を反映したものでなければなら

ない｡また､将来､児童に理科の興味 ･関心をはぐくむ小学校教員志望の学生

の理科-の興味 ･関心を奪うものであってはならない｡従って､早急に理科基

礎実験は､カリキュラムの改訂にあわせ､教育内容を大幅に検討し､充実させ

ていかなければならない｡

本プロジェクトは､このような視点に立ち､個々に行ってきた物理､化学､

生物､地学の各基礎実験授業内容と方法の改善を一本化し､小学校教員養成課

程に適した理科基礎実験のカリキュラムおよび実験マニュアルの完成を目指し

た｡これにより新しい時代に対処できる小学校教員の人材育成を行おうとする

ものである｡

(実施計画 ･方法と所要経費)20年度 :初年度は､他大学の理科基礎実験の

現状について調査研究行う (通信費)と､同時に､物理､化学､生物､地学に

関して新しい教材の開発に関して調査 ･研究する (実験教材開発費)｡将来｡

小学校教員になる学生に身につけてほしい科学リテラシーを包含する教材に関

する研究とする｡

一方､現場の状況を把握するために､岩手県教育委員会や総合教育センター

に協力をお願いし､小学校現場の先生方がいちたい理科の何が苦手なのかoど

のような科学リテラシーを身につけるべきなのか､統計データなどで実態を明

らかにする (通信費)0

21年度 :初年度の実態調査などを踏まえ､教材開発に本格的に取り組む (実

験教材開発費)｡同時に､実験マニュアルのテキスト作りに着手する｡その際､

一例ではあるが､小学校理科のほとんどの学年で4月当初､植物栽培が主にな

ることから､栽培など是非小学校教員に必要だと思われるスキルについては､

理科教育科の枠を越え､執筆に協力してもらう｡作製された実験マニュアルを､

現職の付属小学校や教育実習協力校の先生方に見てもらい､内容の検討や意見
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交換する機会を借り協力していただく (謝金)｡この結果を受け､修正した実

験マニュアルを印刷する運びとしたい｡さらに､初年度は学生に無償配布し､

実験授業を行った後､アンケー トを実施し､部分修正を行 う｡その結果を受け

て出版するか否かを判断する｡

期待される成果 :小学校教員養成課程に適した理科基礎実験のカリキュラムおよび

実験マニュアルの完成｡

2.経過報告

①小学校理科教科書購入,理科教員に配布

②学習指導要領解説理科編購入,同じく配布

③統計データー収集

1)東京書籍,対象 :全国小学校教諭

2)岩手県教育総合センター,対象 :岩手県内小学校教諭

3)∫ST(科学技術振興機構),対象 :全国小学校教諭

④訪問調査 (東女学芸大学 12/15,大妻女子大学3/16)

⑤小学校理科A ･B (必修)の新構想原案作成

理科 ･技術学務委員の出席のもと,新課程の原案を作成した. (中間報告実

施),検討の結果,第2案を採用することとした.

⑥現行の小学校理科冬のテキスト (物理,化学,生物,地学)を,附属小学

校の理科部の先生方 (3名)に見てもらい意見を聴取.

⑦テキスト目次原案を作成した.

⑧現職の先生方の意見を反映したテキス トづくりを各先生方にお願い.

進行予定表を作成し,理科部会で協議.

⑨原稿作成. (11月～1月)

⑲編集委員会 (名越,菊地,武井,井上,藤崎)を組織し,作成された原稿の

加筆 ･修正,校正を行 う. (2月)

⑪テキス ト印刷 (予算額で印刷可能な上限数,2年間分の冊数確保).

実態把握

○現状の物理 ･化学 ･生物 ･地学実験教材で,本当に良いのか.

0現職の先生方は,理科の何を教えづらいと考えているのか.
期待される成果

○新課程小学校理科A ･Bを如何にするか.

｢ものづくり｣を取り入れた理科B

小学校理科Aで,理科実験に関する基礎 ･基本を指導 ･

実験授業の理論と実践 (指導計画 ･安全指導 ･環境整備など)

教材開発の理論 (講義)

教材開発の実践 (テクノスタジオで ｢ものづくり｣実習)

○理科教育の基礎 ･基本のスキルを育成するための実験マニュアルq)作成

小学校教員に必要な実験スキルを育成するための物理 ･化学 ･生物 ･地学

の実験内容の吟味と実験教材の作成.

0それぞれの実験マニュアル作り,附属小をはじめとする現場の先生方との
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協議.製本作業. ｢小学校理科実験マニュアル｣仮称の製本完成.教員の

十年研修のテキストとして使用可能なもの.

0新課程の学生に配布,実施.事後アンケー トの実施,学生の反応把握.
修正原稿によるマニュアル完成.1年後出版検討 (著作権などの確認作

業).

3. ｢小学校理科実験マニュアル｣仮称の目次 (秦)
はじめに-1頁

1章 小学校における理科の授業設計

1節 理科教材論 (名越)-2頁

2節 理科実験の企画 (附属小理科部)-2頁

3節 理科実験の準備 (附属小理科部)- 2頁

4節 理科実験実施上の注意 (附属小理科部)-2頁

5節 実験室の環境整備 (附属小理科部)-→2頁

6節 実験における児童の評価 (附属小理科部)-2頁

7節 薬品など管理 (菊地 ･藤崎)-2頁

2章 理科教育における統計学 (八木)-29頁

3章 物理資料 (重松 ･八木)35頁

物理実験Ⅰ～Ⅳ 物質の密度, 物質の電気抵抗,重力加速度,熱

4章 化学資料 (村上 ･武井 ･菊地)20頁

化学実験Ⅰ～Ⅳ ガスバーナーの使用など

5章 生物資料 (内山･梶原)20頁

生物実験Ⅰ～Ⅳ 顕微鏡の取り扱い方,淡水微小生物の観察

6草 地学資料 (土谷 ･名越)20貢

地学実験Ⅰ～Ⅳ 目の前に,秦 (雲)を作る実験 (第4学年対象), 天気情報によ

るウェザーウオッチング (第5学年対象),鉱物 ･化石の観察と化石レプ

リカの作成,地震とその震源決定の実習

7章 植物栽培の方法 (金津)○失敗しない植物栽培-5頁
8章 ものづくり

1節 テクノスタジオの使い方

2節 科学技術リテラシー (井上 ･宮川)- 23頁

3節 情報技術リテラシー (井上 ･宮川)

見開き資料 (周期表,人体図,地質年代,光マップなど,文科省関係許諾済み)

執筆にあたっての共通理解項目

学生に,探究の過程の追体験をさせることで,理科好きにさせる.

①現職教員のニーズ (アンケート苦手分野)を踏まえて記述.

②あくまでも小学校3年～6年生の理科を指導する上で必要な事項.

③教科経営の内容も含む. (現職教員の研修にも役立つねらい)

④基礎 ･基本を中心に,どうしても必要であれば資料編に発展 (微積の基礎程度)ち

盛り込む.
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実施 (最終案)

貰え秦

学童_I ･Ti欝 -I 道ユを一別出

方か6.40毎次の一口名 ■①柑7 ⑳188⑳t絶①細7 ②168 ②二穏和B地場ゆ教材拍 ものづくLJ⑥ 糠科A 化学 ⑥ 生物 ㊨ 地学 ◎@憎 @ ①柑7 (賢一85 ②1ER①107

恵 良10 津Lj福u免1残り噌ll免.2. 瀬軸A生物~⑳ 化車 ~⑳ 地学⑳ 理事拍 教材掩 ものづくり唱) 物理 ⑳

･②ー65 _くp107 ③162._①107 ② ⑳168

=■~琴科B紳検 もめづ<り愈 物理噂) 理科A ~生物_@ 牝撃 ㊨ 地学 ㊥

オリエンテーション 1コマ

爽験 1乏ヨマ

予倫爽放 生コマ
ものづ(LJ敦監棟1敏まで

OK

備考 現科Aの順番は例示であU.変更可能
理科Bは教材柏,ものづ(LJの順番が理想
第2轟の方が,様々な和み合わせが番えられる が,圏LLコマに凄科Aと薄利Bが有ることになる.
教皇の如俵で,物理と生物は閥に時椛蒋にで蓉ない

4つのグループ分けにより実施.2年後期5･6校時を選択したものは,3年前期で9･

10校時に (その逆もあり),実験を行う.

1章の内容より抜粋

◆理科実験の企画

(1)実験の位置付け

小学校での理科は,身近な自然の事物 ･現象について子ども自ら問題を兄いだし,

｢見通しをもった実験や観察をとおして｣学ぶ教科である.つまり,実験や観察は理

科の授業における必須活動である.実験や観察をとおして,問題解決の能力を育てる

とともに,そこで学習する内容を ｢実生活と関連させること｣, ｢実感を伴った理解

を図っていくこと｣が大切である.ただし,実験や観察は ｢やらせればよい｣という

問題ではなく,知識を注入するための実験や,教科書の内容を消化するためだけの観

秦では,科学的に 探究する態度を育むことはできない.

そこで,小学校理科の目標や内容から考え,次のような授業を想定しながら,実験

を位置付けていくことが重要である.

○身近な自然に対して子どもの興味 ･関心や学習意欲を高めることを想定する

○実生活や地域に関連の深いものを実験や素材として選ぶ

○子どもの知識や技能に即した教材として開発する

○子どもが自ら兄いだした課題を解決できるような方法を想定し,見通しをもった

実験を子どもたちが行えるように配慮する

○実験の結果を表やグラフに整理することも考えて実験のながれを考える

○科学的な見方や考え方を養うことを目標に,授業の展開で実験を位置づける

上記内容は;附属小学校理科部により作成された部分.
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外国静と異文化に慣れ親 しむための英静絵本の活用法

VorkingyithPictureBooksProject

プロジェクト担当者 :山崎 友子 (英語教育科)､ジェームズ ホール (英語教育

料)◎､高橋 長兵 (附属小学校)､石亀 健 (附属小学校)

1.プロジェクトの目標 と概要

WorkingwithPictureBooksProject (以下WPBプロジェクト)は､小学校の英語活

動支援のために､英語絵本の活用法を研究 ･開発することを目的としている｡本プロジェ

クトは平成20年 3月に公示された小学校学習指導要領による外国語活動 (主に英語活動)

の中で活用できる英語絵本を使った様々な授業を構想し､提案することを目指しており､

英語絵本を使った活動をとおして子ども達の外国の文化に関する関心を高め､外国語を積

極的に聞こうとする態度を育てると同時に､簡単な英単語及び表現の指導方法を含めて研

究 ･開発しようとするものである｡

本プロジェク トは平成18･19年度に実施 したCross-culturalUnderstanding

UsingPictureBooks(CCUP)(日本語訳 :絵本を活用した国際理解教育のための
教材開発研究)をもとにしている｡CCUPは国際交流基金 日米センターの助成によ

り､英語教育科教員3名 と米国の教育開発センター (EducationDevelopment
Center)が共同して行った研究である｡子どもの社会的価値の学びの教材 として ｢絵

本｣に着目した｡米国の多様な文化を反映している英語の絵本を15冊選択し､岩手

県内の16の小学校の協力を得て27の実験授業を実施 した｡そこから得られたフィー

ドバックをもとに日本語訳と活動案を掲載した教師用ガイ ドを作成した｡この実験

授業をとおして､英語絵本が外国の文化だけでなく外国語の語嚢学習及び リスニン

グ方略の向上にも有効であるということが明らかになった｡これらの利点は､高学

年の英語活動に活用することができると考えられる｡

英語絵本に多くの利点があるといっても､英語活動の教材としての活用は､絵本

の選択､読み聞かせの事前 ･事後の活動の工夫､教材の理解､読み聞かせそのもの

等と､日本人の小学校教員にとって難易度が高い｡従って､WPBプロジェク トの大

きな役割として､どのようにすればこの難易度の高い壁を越えることができるか､

その方法を示すことがあった｡

2.実施計画 ･方法

英語教育科教員2名 (山崎とホール)と附属小学校教員 2名 (高橋研究主任､石亀教務

主任)と附属小学校の英語活動研究部が WPBプロジェクト運営委員会を構成し､このプ

ロジェクトを進めた｡このプロジェクトは三つの段階からなる｡各段階の実施計画 ･方法

を以下に述べる｡

2.1 第1段階 :研修 ･研究

第 1段階の目標は､附属小学校における英語絵本の活用を可能にすることであっ

た｡この準備 として､英語絵本の活用の魅力に対して附属小学校の先生の理解を得

ることが必要であり､全教員を対象とした研修会を開催 した｡そこで､運営委員会
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のメンバーで､参加者を学習者 として授業例を実際に示 し､本プロジェク ト-の参

加の確認を得ることとした｡次に､英語絵本を活用 した授業の構成と英語絵本の読

み聞かせを練習する教員研修を計画した｡さらに､教員研修会がどの程度英語絵本

の活用法に関する理解を高めたかについてとどの程度授業の実践に役立ったかに

ついて検証するために､研修会の実践後と英語絵本を活用した授業の後､アンケー

トを実施することとした｡

2.2 第2段階 :授業実践

第2段階の目標は､子ども達の異文化理解､英語の学習､読み聞かせの鑑賞を促進する

授業を実践することであった｡これらを検証するために､英語絵本を扱った授業を12回

実践し､実践後に児童と教師にアンケー トを実施することとした｡

2,3 第3段階 :成果の発表

この段階の目標は､附属小学校で実践した教員研修､英語絵本の授業を出来るだけ数多

くの教育関係者に広げて､他の教育関係者とともに､教員研修のあり方､小学校英語教育

における英語絵本の活用法を考えることであった｡これらの目標を達成するために､WPB

プロジェクトの運営委員 (山崎､ホール､高橋､石亀)は､学会での発表､研究論文の執

筆､岩手県の小学校の教員を対象にした外国語活動の研修を計画した0

3.0 WPBプロジェクトの取り組み状況

各段階ごとに､WPBプロジェクトの実施状況について述べる｡

3.1 第一段階 研修 ･研究

まず､附属小学校の教員の理解を得るために､2009年1月20日に､山崎､ホール､

石亀､高橋が附属小学校の全ての教員にWPBプロジェク トを説明し､模擬授業を
行ったCこの後､2月から3月にかけて､WPBプロジェク トの運営委員会を数回
にわたり開催 して､授業実践のための絵本を選択し､教員研修 と授業の実践計画を

表1 授業実践で使用された絵本

本のタイ トル 語数 学年 授業数

suddenly'(McNaughton, 1993) 165 1.2 4

TullP Sees America .Otylant & 362 3.4 4

Desimini,1998)

Nana Upstairs,Nana Downstairs 403 5 .2

(dePaola,1977)

たてた｡さらに､附属小学校の先

生が英語絵本を使いやす くする

ために､次の作業を行った｡

一 英語絵本の各ページをA3

のサイズに拡大し､ラミネ

ー トした｡

一 絵本の英文を短 くより簡

単な英語に書き直した｡

一 各絵本の読み聞かせをCD

に録音した｡
*この本はテキストを簡略化せず元のままのテキスト

を使用した｡

表1は､選択された絵本､単語数､対象となった学年､予定された授業の回数を

示 している｡
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2009年4月9日と4月23日に教員研修会を開催 した｡4月9日の研修の目標は､英語

絵本を活用 した授業の構成を理解することであり､4月23日の研修の目標は英語絵

本の読み聞かせを練習することであった｡表 2と表 3は4月9日と4月23日の各研修

会の主な活動､その活動にかかった時間､その活動が実際の授業実践に役立ったと

表2 4月9日の研修会の内容と授業実践者による評価 (N=9)

主な活動 時間 実践に 実践に 無回答

特に役立った 役立った

1 助言者による英語絵本の活用法についての説明 25分

a 絵本を使う理由の説明

b 絵本の使用を成功させる秘訣

C 授業の準備の仕方

d 授業の構成

① 各ページの取り扱い方について

② 質問の仕方について

(卦 単語の学習方法について

④ 物語をもう一度読む方法について

⑤ ディスカッションについて

⑥ 文化の取り扱いについて

2 絵本活用をした指導案づくり (グループ･ワーク)

3 グループ発表

4 助言者による指導案についてのコメント

5 研修会の全体の評価

<R

<R

<R

<oR

O

5

0

1

5

2

1

1

3

7

5

5

1

2

2

3

3

2

5

3

一

5

4

0

3

2

5

4

5

5

4

7

3

4

一

4

2

2

1

2

3

3

2

1

2

0

1

2

一

する授業者準を示 している｡

2009年5月 ･6月には､6月の授業実践のために､附属小学校の授業者が指導案 と

教材を作成 し､WPBプロジェク トの運営委員会は教材作成に協力 し､.指導案につ

いて相談を受けた｡
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3.2 第2段階 :授業実践

2009年6月16日･17日･18日･30日に授業が実施された｡各学年の2クラスに授

業が実施され､総授業回数は12回であった｡授業者と児童にアンケー トを実施し､

12名の授業者から9名のアンケー トを回収 した｡12クラスから8クラス分のアンケ

ー トを回収し､児童の回答数は289名であった｡ここで､アンケー トから注目すべ

き結果を紹介したい｡

まず､全ての授業で､教師が使 う日本語は最低限にし､英語絵本の読み聞かせを

行った｡表4は､英語絵本の読み聞かせに役立ったものを示 している｡表の示すよ

うに､ ｢先生が使った日本語｣より ｢絵｣等を物語の理解に役立ったとより多くの

児童が答えた｡

表4 物語の内容理解に役立ったもの :児童による回答 (N=289)

回答数 (%) 本の内容を分かりやすくしたもの

161(55%) 絵

133(46%) 知っている英語の言葉が使ってあつたから

130(44%) 読んでいる時の先生の表情

108(37%) 英語はあまりわからなかったがなんとなくお話~しの流れがわかつたこと

103(35%) 先生の声が小さくなつたり､大きくなつたりすること

98(33%) 次はどんなことが起こるのか､どうなるか考えながら､お話しを聞いたこと

84(29%) 先生が使った日本語

46(15%) 絵本を読む前に先生がしてくれたお話し

31(10%) 先生に質問をしたこと

3.3 第3段階 成果の発表

2008年度には､英語絵本の活用法についての研究を下記の論文にまとめた｡

1. 山崎友子.(2009).｢小学校高学年での英語活動の指導のために -フォーカス ･オン･

フォームの英語指導理念を取り入れた英語絵本の読み聞かせ-｣『教育展望』2009年4

月 ｢提言｣.教育調査研究所.

2. ホール ･ジェームズ.(2009).｢小学生の理解と興味を高める英語絵本の効果的な読み

聞かせ方｣『教材学研究』第20巻,57貢～67頁

2009年度には､研修の成果に関して､次の研究業績をあげた｡2009年7月19日に､

山崎 ･ホール ･高橋 ･石亀が第 9回小学校英語教育学会において､ ｢英語絵本の活

用法を取 り上げる教員研修のあり方について｣と題する研究発表を行った｡この研

究は第 10号小学校英語教育学会紀要に投稿 し､査読の結果採用された(印刷中)0

さらに､"TeachingInnovationsinAsia''というアジアにおける英語教育に関す

る書籍に､WPBプロジェク トの研修を分析 した一章を投稿 し､採用された｡

最後に､英語絵本を活用するための授業の工夫と読み聞かせのスキルを岩手県の

教育関係者 と共有するために､2009年11月27日附属小学校の平成 21年度公開研
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究授業研究会において､英語絵本を活用した授業を行い､その後､英語絵本の読み

聞かせを取り上げたワークショップを行った｡

4.成果の考察

本プロジェクトを実施したことによる効果 ･成果をまとめてみると以下のようになる｡

1)新たな指導方法の開発研究にあたり､大学と小学校の間でどのような連携が可

能であるかを示した｡

2)教育学部英語教育科と附属小学校の間により強力な協力関係を築くことがで

きた｡

3)教員研修のあり方に関して､具体的な提案を行うことができた｡

4)子ども達の様々なリスニング方略の使用を促進する読み聞かせの技術を共同

で開発することができた｡

5.今後の課題

本研究では､教員の研修のあり方､英語のリスニング方略を促進する読み聞かせの仕方

を明らかにすることができた｡今後､アメリカ合衆国以外の文化を描いた絵本の活用法､

異文化理解を促進する英語絵本の活用法､英単語の学習を促進する英語絵本の活用法､小

学校外国語活動の中での英語絵本の活用の位置づけを検討することが必要だと考えている｡

これからも継続して､附属小学校と英語教育科で英語絵本の活用法の共同研究に取り組む

ことを予定している｡
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